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題目  社会調査における多変量解析の利用 (社会調査士資格認定科目　E)

 [授業の概要・目的]
量的な社会調査データの分析で用いる基礎的な多変量解析法について、考え方とその利用方法につ
いて学習する。3変数の関係について、3次元のクロス表と２元配置の分散分析を理解することから
スタートし、重回帰分析と一般線形モデルが利用できるように説明する予定。

 [授業計画と内容]
1．社会調査データの多様性と分析手法  2．３変数の関係の分析（１）：　３次元のクロス表  3．
３変数の関係の分析（２）：分散分析の考え方(１次元と２次元)  4．３変数の関係の分析（３）：
交互作用について  5．調査データの分析実習（１）：３次元のクロス表と２元配置の分散分析  6．
重回帰分析の考え方  7．重回帰分析の利用（１）：研究例  8．重回帰分析の利用（２）：ダミー変
数の利用  9．調査データの分析実習（２）：重回帰分析  10．一般線形モデルの考え方：分散分析
と重回帰分析の関係  11．一般線形モデルの利用：研究例  12．主成分分析と因子分析の考え方  13．
主成分分析と因子分析の利用：研究例  14．調査データの分析実習（３）：一般線形モデル  15．分
析モデルとレポートの作成について

 [履修要件]
社会調査士科目　A　B　C　D　を履修していることが望ましい。

 [成績評価の方法・基準]
中間レポート　＋　最終レポート　＋　出席

 [教科書]
使用しない

 [参考書等]
  （参考書）
岩井紀子・保田時男 『調査データ分析の基礎』（有斐閣）

（その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等））
授業で調査データの分析実習を行い、課題を出す予定。

※オフィスアワー実施の有無は、KULASISで確認してください。


